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水
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
と
っ
て

不
可
欠
な
資
源
で
あ
る
と
同
時
に
、
時

に
は
水
害
や
土
砂
災
害
な
ど
危
険
も
も

た
ら
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
幾
多
の
水
害
に
襲
わ
れ

て
き
た
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
。
ま
だ
記

憶
に
新
し
い
の
は
平
成
16
年
10
月
20
日

に
発
生
し
た
台
風
23
号
災
害
で
す
。
地

域
を
流
れ
る
河
川
が
氾
濫
し
、
流
域
の

家
屋
や
農
地
な
ど
に
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
　

　
こ
う
し
た
水
害
か
ら
人
び
と
の
生

命
、
財
産
、
生
活
を
守
る
た
め
の
取
り

組
み
が
「
治
水
」
で
す
。
ま
た
、
川
の

　
昭
和
35
年
、
台
風
16
号
の
襲
来
で
大

堰
川
決
壊
の
水
害
に
あ
っ
た
当
時
、
私

は
25
歳
で
八
木
町
消
防
団
自
動
車
部
の

消
防
団
員
で
し
た
。
台
風
が
近
づ
く

中
、
水
防
資
材
の
く
い
な
ど
を
運
搬
し

た
記
憶
は
今
で
も
鮮
明
に
残
っ
て
い
ま

す
。
昭
和
28
年
に
も
駅
前
通
り
の
家
屋

が
２
階
ま
で
浸
水
す
る
大
き
な
水
害
を

経
験
し
て
い
た
た
め
、
護
岸
工
事
の
完

成
を
切
望
し
な
が
ら
、
台
風
の
時
節
に

は
毎
年
心
配
し
て
い
ま
し
た
。

　
私
の
家
が
大
堰
橋
の
近
く
に
あ
る
た

め
、
大
雨
が
降
る
と
低
地
に
家
の
あ
る

人
か
ら
水
位
を
問
う
電
話
が
よ
く
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
日
吉
ダ
ム
や
護
岸

工
事
が
完
成
し
た
今
は
、
そ
ん
な
電
話

も
な
く
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

人
が
集
ま
る
大
堰
川
を

　
　
　
後
世
に
伝
え
た
い

榎
原
幹
夫
さ
ん
（
八
木
町
八
木
）

治
水
と
利
水

水
環
境
を
守
る

暮らす川と

水
を
生
活
用
水
、
農
業
用
水
、
発
電
な

ど
に
う
ま
く
役
立
て
る
こ
と
を
「
利

水
」
と
い
い
ま
す
。

　
治
水
・
利
水
対
策
と
し
て
ダ
ム
の
存

在
は
重
要
で
す
。
南
丹
市
に
は
京
都
府

が
管
理
す
る
大
野
ダ
ム
（
美
山
町
樫

原
）
と
、
日
吉
ダ
ム
（
日
吉
町
中
）
、

世
木
ダ
ム
（
日
吉
町
天
若
）
と
い
う
３

つ
の
ダ
ム
が
あ
り
ま
す
。

　
大
野
ダ
ム
で
は
、
毎
年
、
春
に
千
本

の
桜
が
咲
き
誇
り
、
秋
の
も
み
じ
祭
り

に
も
多
く
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
ま

す
。

　
ま
た
、
「
地
域
に
開
か
れ
た
ダ
ム
」

第
１
号
に
指
定
さ
れ
た
日
吉
ダ
ム
は
、

堤
体
内
部
の
見
学
が
で
き
る
日
本
で
初 ▲八木町では過去に大堰川の氾濫で市街地が水につかりました▲約2,000人が参加する日吉ダムマラソン

▲満開の桜の下で行われる大野ダムさくら祭り

▲美山町に新たに完成した弓立浄化センター（宮島・大野地区汚水処理施設）

め
て
の
ダ
ム
で
す
。
ダ
ム
に
隣
接
す
る

ス
プ
リ
ン
グ
ス
ひ
よ
し
な
ど
、
年
間
を

通
じ
て
市
民
や
京
阪
神
か
ら
の
利
用
客

が
あ
り
、
ダ
ム
周
辺
を
走
破
す
る
「
日

吉
ダ
ム
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
は
、
全
国
か

ら
ラ
ン
ナ
ー
が
集
ま
る
一
大
イ
ベ
ン
ト

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
と
も
に
下
流
域
の
水
害
の
軽
減
を
目

的
に
建
て
ら
れ
た
ダ
ム
で
す
が
、
治
水

だ
け
で
は
な
く
周
辺
施
設
な
ど
を
利
用

し
た
観
光
資
源
と
し
て
、
南
丹
市
の
地

域
振
興
を
も
大
き
く
担
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
年
間
を
通
じ
て
安
定
し
た
水

量
を
保
つ
こ
と
で
、
そ
の
水
を
利
用
す

る
私
た
ち
の
生
活
用
水
の
安
定
供
給
は

も
と
よ
り
、
宅
地
開
発
や
企
業
誘
致
の

促
進
な
ど
に
よ
る
ま
ち
の
発
展
に
も
期

待
で
き
ま
す
。

　
私
た
ち
が
炊
事
・
洗
濯
・
入
浴
・
ト

イ
レ
な
ど
の
日
常
生
活
で
使
っ
た
水

は
、
「
生
活
排
水
」
に
な
り
ま
す
。
下

水
道
は
、
そ
の
生
活
排
水
に
含
ま
れ
る

汚
濁
物
質
を
処
理
し
て
、
悪
臭
、
蚊
や

ハ
エ
の
発
生
を
防
ぎ
、
伝
染
病
の
発
生

を
予
防
し
、
快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く

っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
南
丹
市
で
は
各
地
域
に
公
共

下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
、
合
併
浄
化

槽
に
よ
る
処
理
施
設
を
整
備
し
、
生
活

排
水
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
生
活
排
水
対
策
は
、
川
や
海
な

ど
の
き
れ
い
な
水
環
境
を
保
全
し
、
私

た
ち
の
生
活
に
必
要
な
水
や
、
農
作
物

の
栽
培
に
必
要
な
水
の
保
全
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

▲整備された大堰川河川敷はイベントなどが行われ多くの人でにぎわいます

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
人
の
命
を
守
る
た
め
に
護
岸
工
事
は

必
要
で
す
。
か
つ
て
の
大
堰
川
は
、
魚

が
多
く
す
み
、
子
ど
も
た
ち
が
川
遊
び

を
し
、
堤
防
に
は
多
く
の
桜
の
木
が
あ

る
自
然
豊
か
な
憩
い
の
場
で
し
た
。
護

岸
工
事
の
た
め
、
や
む
な
く
桜
の
木
も

何
本
か
犠
牲
に
な
り
、
川
も
浅
く
な
り

ま
し
た
が
、
河
川
敷
は
整
備
さ
れ
、
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
も
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
後
な
ど
の
ゴ
ミ
も
目
立
つ
よ
う
に

な
っ
た
の
は
大
変
残
念
で
す
。

　
美
し
く
、
人
が
集
ま
る
大
堰
川
を
、

孫
た
ち
に
引
き
継
ぎ
た
い
も
の
で
す
。

・治水と利水
・水環境を守る日吉ダム

だ
く


